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は
じ
め
に

澤

田

—
乙
本
の
文
脈
に
お
い
て
見
た

I

『
吊
書
老
子
』

か
つ
て
「
老
子
」
の
基
本
的
思
想
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
注

1
)
。
そ
の
時
勘
で
は
ま
だ
馬
王
堆
か
ら
の
吊
書
閲
讀
以
前
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
述
べ
た
基
本
的
特
徴
は
、
吊
書
の
出
現
し
た
今
に
な
っ
て

み
る
と
『
老
子
j

に
の
み
に
特
徴
的
な
も
の
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
再

検
討
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
九

七
三
年
―
二
月
馬
王
堆
の
漢
初
の
墓
か
ら
登
見
さ
れ
た
吊
書
の
う
ち
乙
本

全
競
で
の
文
脈
で
み
る
と
、
所
謂
「
老
子
」
乙
本
即
ち
徳
篇
・
道
篇
に
見

ら
れ
る
特
徴
は
、
乙
本
全
骰
に
流
れ
る
基
本
的
な
傾
向
と
合
致
す
る
も
の

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
老
子
」
の
思
想

の
特
徴
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
賓
は
乙
本
全
睦
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、

乙
本
の
徳
篇
・
道
篇
以
外
の
諸
篇
に
も
認
め
ら
れ
る
思
想
と
も
共
通
す
る

特
徴
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
乙
本
に
見
え
る
篇

名
通
り
に
、
『
老
子
」
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
乙
本
全
六
篇
の
中
の
二
篇

即
ち
徳
篇
・
道
篇
の
思
想
と
し
て
、
そ
の
思
想
を
考
え
直
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
先
學
の
指
摘
す
る
「
老

子
』
の
特
徴
の
幾
つ
か
の
中
で
、
固
有
名
詞
が
全
く
な
い
こ
と
が
奉
げ
ら

れ
て
い
る
（
注
2
)
。
し
か
し
乙
本
巻
前
古
侠
書
（
以
下
す
べ
て
巻
前
古

侠
書
と
簡
稲
）
の
う
ち
鰹
法
•
稲
・
道
原
の
三
篇
に
は
全
く
固
有
名
詞
が

見
え
な
い
し
、
十
六
鰹
篇
の
う
ち
の
雌
雄
節
•
兵
容
•
三
禁
•
本
伐
•
前

道
・
行
守
の
諸
章
や
網
括
文
に
も
固
有
名
詞
は
見
え
な
い
。
固
有
名
詞
が

見
え
る
の
は
、
僅
か
に
十
六
樫
篇
の
立
命
・
観
•
五
正
・
果
童
•
正i
L
.

姓
学
・
成
法
・
順
道
な
ど
八
章
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
因
に
、
参
考
ま
で
に
各
篇
の
字
数
を
示
し
て
お
く
と
、
五

0
0
0
 

字
（
道
法
篇
）
、
四
六

O
O余
字
(
+
六
鰹
篇
）
、
四
六
四
字
（
道
原
篇
）
、

一
六

O
O字
（
稲
篇
）
、
三

0
四
一
字
（
徳
篇
）
、
二
四
二
六
字
（
道
篇
）
。

所
謂
「
老
子
」
の
字
数
に
匹
敵
す
る
道
法
篇
に
す
ら
固
有
名
詞
が
な
い
こ

と
は
、
注
目
に
値
す
る
事
賓
と
い
え
よ
う
。

そ
の
思
想
の
特
徴
を
考
え
る
に
掌
た
っ
て
は
、
ま
ず
言
葉
を
手
が
か
り

に
す
る
の
が
着
賓
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
い
ま
乙
本
末
尾
の
雨
篇
と
、

類
似
す
る
現
存
本
の
な
い
巻
前
古
侠
書
の
四
篇
と
に
共
通
す
る
言
葉
を
取

績
考

多
喜
男

(1) 
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い
ま
乙
本
前
半
四
篇
即
ち
巻
前
古
侠
書
と
後
半
雨
篇
即
ち
『
老
子
』
と

．
 
ヽ

〈雌〉

〈
玄
徳
〉

〈
天
下
正
〉
な
ど
の
語
に
つ
い
て

り
上
げ
て
考
察
し
て
み
る
。
更
に
は
末
尾
の
雨
篇
の
み
が
何
故
に
後
に
『

老
子
』
と
し
て
獨
立
し
た
の
か
を
、
考
え
る
手
が
か
り
の
一
端
と
し
て
、

雨
簾
以
前
の
四
篇
と
は
多
少
異
な
る
貼
に
つ
い
て
も
、
氣
が
つ
い
た
限
り

で
言
及
し
た
い
。

そ
も
そ
も
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
[

i

芭
」
（
注
3
)

（
以
下
、
『
吊
書
」

と
簡
稲
）
の
巻
前
古
侠
書
に
附
さ
れ
た
詳
細
な
注
繹
に
よ
れ
ば
、
道
法
篇

な
ど
四
篇
は
、
現
存
の
『
淮
南
子
』
『
管
子
」
『
鴎
冠
子
」
『
韓
非
子
」

な
ど
と
の
語
句
や
思
想
の
類
似
に
つ
い
て
の
指
摘
が
殊
に
多
い
こ
と
が
目

に
つ
く
。
し
か
し
な
が
ら
『
老
子
」
即
ち
徳
篇
・
道
篇
と
、
巻
前
古
侠
書

と
の
闘
連
に
つ
い
て
も
多
少
は
言
及
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
上
掲
の
諸

書
と
の
闘
連
ほ
ど
に
は
、
そ
の
闘
連
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ

れ
な
い
。
殊
に
思
想
の
基
本
的
な
貼
で
の
共
通
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
あ

ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
一
っ
に
は
徳
篇
・
道
篇

を
、
現
存
の
『
老
子
」
と
い
う
一
ま
と
ま
り
の
、
巻
前
古
侠
書
と
は
初
め

か
ら
獨
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
視
貼
に
立
っ
て
い
る
た
め
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
小
論
は
、
そ
う
し
た
先
入
観
に
は
囚
わ
れ
な
い
立

場
か
ら
、
乙
本
末
尾
の
雨
篇
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
手
が
か
り
に
な

る
か
と
思
わ
れ
る
事
賓
の
指
摘
に
止
ど
ま
る
こ
と
を
、
豫
め
お
断
わ
り
し

て
お
き
た
い
。

は
ど
の
よ
う
な
闘
係
に
あ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
女
性
原
理
を

象
徴
す
る
〈
雌
〉
や
『
老
子
」
に
見
え
る
特
殊
な
〈
玄
徳
〉
〈
天
下
正
〉

な
ど
幾
つ
か
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

〈
雌
〉
な
ど
に
つ
い
て
か
つ
て
述
べ
た
『
老
子
」
の
思
想
の
基
本
的
特

徴
は
、
一
言
で
い
え
ば
女
性
的
原
理
の
重
視
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い

ま
改
め
て
そ
の
こ
と
を
原
文
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
例
え

ば
〈
雌
〉
〈
牝
〉
〈
母
〉
な
ど
の
語
に
つ
い
て
見
る
と
、
周
知
の
よ
う
に

『
老
子
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
重
視
し
て
い
る
。

…
…
愛
民
活
國
、
能
母
以
知
乎
。
天
門
啓
閾
、
能
為
雌
乎
。
…
…
（

-
O章）

知
其
雄
、
守
其
雌
、
為
天
下
湊
。
為
天
下
漢
、
恒
徳
不
離
。
恒
徳
不

離
、
復
[
蹄
於
嬰
兒
]
゜
…
…
(
二
八
章
）

谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
。
玄
牝
之
門
、
是
謂
天
地
之
根
。
…
・
:
（
六

章）大
國
[
者
ヽ
下
流
也
o

天
下
之
]
牝
也
o

天
下
之
交
也
o

牝
恒
以
静

勝
牡
。
…
…
（
六
一
章
）

有
物
混
成
、
先
天
地
生
、
…
…
可
以
為
天
地
母
。
…
…
（
二
五
章
）

天
下
有
始
、
以
為
天
下
母
、
既
得
其
母
、
以
知
其
子
、
既
知
其
子
、

復
守
其
母
、
没
身
不
殆
。
…
…
（
五
二
章
）

道
、
可
道
也
、
非
恒
道
也
。
名
、
可
名
也
、
非
恒
名
也
。
…
…
元
名

萬
物
之
始
也
。
有
名
萬
物
之
母
也
。
…
…
（
一
章
）

…
…
吾
欲
獨
異
於
人
、
而
寅
食
母
。
（
二

0
章）

（
章
敷
は
現
行
本
『
老
子
」
に
よ
る
が
、
引
用
文
は
す
べ
て
『
吊
書
」

(2) 
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乙
本
に
よ
る
。
但
し
文
字
は
『
吊
書
」
に
示
さ
れ
た
現
代
通
用
の
文

字
に
し
た
。
[
]
内
は
推
定
に
よ
る
吊
書
亡
侠
部
分
の
補
充
。
以

下
、
引
用
吊
書
は
す
べ
て
同
じ
。
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
直
接
的
に
男
性
的
な
も
の
に
射
す
る
女
性
的
な

も
の
の
優
秀
性
、
あ
る
い
は
女
性
的
な
も
の
が
天
地
萬
物
の
根
源
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
直
接
的
に
で
は
な
く
と

も
、
〈
柔
弱
〉
な
ど
女
性
的
な
も
の
の
〈
剛
強
〉
な
ど
男
性
的
な
も
の
に

酎
す
る
優
秀
性
を
主
張
し
て
い
る
の
が
、
『
老
子
』
に
認
め
ら
れ
る
基
本

的
な
思
想
で
あ
る
。
巻
前
古
侠
書
に
は
〈
母
〉
〈
牝
〉
の
語
は
余
り
見
え

な
い
が
、
い
ま
〈
雌
〉
に
開
し
て
乙
本
に
つ
い
て
み
る
と
、
十
六
樫
篇
雌

雄
節
章
に
は
、

…
…
憲
傲
蒻
偲
、
是
謂
雄
節
。
口
□
恭
倹
、
是
謂
雌
節
。
夫
雄
節
者
、

涅
之
徒
也
。
雌
節
者
、
兼
之
徒
也
。
夫
雄
節
以
得
、
乃
不
為
福
、
雌

節
以
亡
、
必
得
将
有
賞
。
夫
雄
節
而
数
得
、
是
謂
積
殊
。
凶
憂
重
至
、

幾
於
死
亡
。
雌
節
而
数
亡
、
是
謂
積
徳
。
惧
戒
母
法
、
大
謀
将
極
。

凡
彼
禍
難
也
、
先
者
恒
凶
、
後
者
恒
吉
。
先
而
不
凶
者
、
是
恒
備
雌

節
存
也
。
後
[
而
不
吉
者
ヽ
是
]
恒
備
雄
節
存
也
o

先
亦
不
凶
ヽ
後

亦
不
凶
、
是
恒
備
雌
節
存
也
。
先
亦
不
吉
、
後
亦
不
吉
、
是
恒
備
雄

節
存
也
。
凡
人
好
用
雄
節
、
是
謂
妨
生
。
大
人
則
毀
、
小
人
則
亡
。

以
守
不
寧
、
以
作
事
[
不
成
ヽ
以
求
不
得
ヽ
以
戦
不
]
克
o

蕨
身
不

壽
、
子
孫
不
殖
。
是
謂
凶
節
、
是
謂
散
徳
。
凡
人
好
用
[
雌
節
]
、

是
謂
承
腺
。
富
者
則
昌
、
貧
者
則
穀
。
以
守
則
寧
、
以
作
事
則
成
、

以
求
則
得
、
以
戦
則
克
。
厭
身
[
則
壽
ヽ
子
孫
則
殖
ヽ
是
謂
吉
]
節
ヽ

是
謂
誇
徳
。
…
…
（
口
は
吊
書
亡
侠
部
分
の
推
定
不
可
能
な
箇
所
。

以
下
、
引
用
吊
書
は
す
べ
て
同
じ
。
）

と
〈
雌
〉
の
〈
雄
〉
に
封
す
る
優
位
が
顕
著
に
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
ま

さ
し
く
『
老
子
」
と
合
致
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
定
義
さ
れ
て
い
る
〈
雄

節
〉
〈
雌
節
〉
の
内
容
は
「
蒻
り
高
ぶ
る
こ
と
」
「
へ
り
く
だ
り
つ
づ
ま

や
か
な
こ
と
」
な
ど
一
般
道
徳
的
な
も
の
で
、
深
遠
な
哲
學
的
な
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
先
に
見
た
『
老
子
」
で
も
「
民
を
愛
し
國
を
興
す
に
は
、

知
を
用
い
な
い
こ
と
が
可
能
か
。
萬
物
は
運
動
愛
化
す
る
が
、
出
し
ゃ
ば

ら
ず
に
い
ら
れ
る
か
」

(
-
O章
）
と
あ
っ
て
、
〈
雌
〉
は
決
し
て
抽
象

的
な
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
「
〈
雌
〉
の
立
場
を

守
っ
て
い
れ
ば
、
低
い
地
位
に
も
甘
ん
じ
て
い
ら
れ
、
そ
う
な
れ
ば
〈
恒

徳
〉
が
失
わ
れ
な
い
」
（
二
八
章
）
と
あ
っ
て
、
〈
恒
徳
〉
が
何
か
は
明

確
で
は
な
い
が
、
『
老
子
」
で
い
う
〈
雌
〉
は
〈
雌
節
〉
に
近
い
も
の
か

と
推
測
さ
れ
る
。

更
に
併
せ
て
〈
先
〉
〈
後
〉
の
闘
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
〈
後
〉
の
優
位
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
所
謂
『
老
子
」
で
〈

三
賓
〉
の
―
つ
に
「
不
敢
為
天
下
先
」
が
数
え
ら
れ
る
（
六
七
章
）
よ
う

な
、
〈
先
〉
に
酎
す
る
〈
後
〉
の
優
位
を
説
く
主
張
と
一
致
す
る
。
た
だ

一
應
は
「
先
者
恒
凶
、
後
者
恒
吉
」
と
原
則
的
に
は
〈
後
〉
を
優
位
と
し

な
が
ら
も
、
「
先
亦
不
凶
」
で
あ
る
の
は
「
恒
備
雌
節
存
」
の
た
め
で
あ

り
、
「
後
亦
不
吉
」
で
あ
る
の
は
「
恒
備
雄
節
存
」
で
あ
る
か
ら
だ
と
し

て
い
る
の
は
、
〈
雌
〉
〈
雄
〉
の
優
劣
闊
係
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
〈
後
〉
の
重
視
は
十
六
痙
篇
に
も
「
常
後
而
不

(3) 
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失
競
、

．．． 
弗
敢
以
先
人
」
（
順
道
章
）
と
見
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
〈
雌
雄
〉
〈
先
後
〉
の
闘
係
に
つ
い
て
は
、

『
老
子
」
と
巻
前
古
侠
書
と
の
思
想
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ

う。

〈
牝
〉
に
つ
い
て
は
、
巻
前
古
侠
書
で
は
「
ロ
ロ
牝
牡
、
牝
牡
相
求
、

會
剛
興
柔
。
柔
剛
相
成
、
牝
牡
若
形
」
(
+
六
鰹
ー
観
）
「
天
地
之
道
、

有
左
有
右
、
有
牝
有
牡
」
（
稲
）
な
ど
と
、
〈
牡
〉
と
射
應
す
る
も
の
と

し
て
登
場
す
る
に
過
ぎ
ず
、
〈
牝
〉
の
重
視
は
見
ら
れ
な
い
。
〈
母
〉
の

重
視
に
つ
い
て
も
、
巻
前
古
侠
書
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
巻
前

古
侠
書
と
『
老
子
』
と
の
祖
違
貼
と
い
え
よ
う
か
。

〈
玄
徳
〉
の
語
は
、
『
老
子
」
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

…
…
明
白
四
達
、
能
母
以
知
乎
？
生
之
、
畜
之
。
生
而
弗
有
、
長
而

弗
宰
也
、
是
謂
玄
徳
。

(
-
O章）

…
…
道
生
之
、
畜
[
之
ヽ
長
之
、
育
]
之
ヽ
亭
之
ヽ
ニ
空
之
、
養
之
、

覆
[
之
o

生
而
弗
有
ヽ
為
而
弗
待
‘
長
而
]
弗
宰
ヽ
是
謂
玄
徳
o

(

五
一
章
）

夫
民
之
難
治
也
、
以
其
智
也
、
故
以
智
知
國
、
國
之
賊
也
、
以
不
智

知
國
、
國
之
徳
也
、
恒
知
此
雨
者
、
亦
稽
式
也
。
恒
知
稽
式
、
是
謂

玄
徳
。
玄
徳
深
英
、
遠
英
、
（
六
五
章
）

現
行
本
の
第
五
一
章
後
半
に
見
え
る
定
義
が
最
も
完
全
な
も
の
と
思
わ

れ
る
。
即
ち
〈
玄
徳
〉
と
は
〈
道
〉
の
働
き
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
特
に
「
生
而
弗
有
」
以
下
の
「
萬
物
を
生
み
出
し
て
も
占
有

し
な
い
、
萬
物
を
助
け
て
も
自
分
の
功
績
と
し
な
い
、
萬
物
を
育
て
て
も

そ
れ
ら
の
主
宰
者
と
な
ら
な
い
」
こ
う
し
た
〈
道
〉
の
働
き
方
こ
そ
が
、

虞
世
な
り
政
治
な
り
に
お
い
て
人
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
の
が

『
老
子
」
の
最
終
的
に
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
第
一
〇
章

で
の
記
述
は
不
完
全
で
、
文
脈
か
ら
み
て
何
ら
か
の
脱
誤
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
六
五
章
の
定
義
は
、
他
の
箇
所
の
定
義
と

異
な
り
、
〈
稽
式
〉
即
ち
政
治
の
要
諦
・
法
則
を
孵
え
て
い
る
こ
と
の
意

味
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
他
の
箇
所
の
定
義
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
。
〈
智
〉
を
も
っ
て
国
を
治
め
て
は
だ
め
で
、
〈
不
智
〉
を
も
っ
て
国

を
治
め
る
の
が
良
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
他
の
二
箇
所
の
定
義
を
政
治

に
應
用
す
れ
ば
自
ず
か
ら
睛
結
す
る
定
義
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
〈
玄
徳
〉
の
語
は
、
い
ま
巻
前
古
侠
書
の
樫
法
篇
に
も
一
箇

所
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

聖
之
人
元
留
、
天
下
弗
興
。
如
此
而
又
不
能
重
士
而
師
有
道
、
則
國

人
之
國
芙
。
王
天
下
者
有
玄
徳
、
有
□
口
獨
知
□
ロ
ロ
ロ
王
天
下
而

天
下
莫
知
其
所
以
。
王
天
下
者
、
軽
縣
國
而
重
士
、
故
國
重
而
身
安
。

（
六
分
）

こ
こ
で
は
、
〈
玄
徳
〉
は
既
に
自
明
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

天
下
の
理
想
的
な
支
配
者
の
保
持
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
の
文
章
の
著
者
は
末
尾
の
雨
篇
に
見
え
る
上
述
の
定
義
を
、

ど
ち
ら
の
定
義
か
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
尉
で
『
老

子
』
と
巻
前
古
侠
書
と
は
共
通
の
思
想
的
基
盤
に
立
つ
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

(4) 
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『
老
子
」
に
は
〈
天
下
正
〉
と
い
う
語
が
、
二
箇
所
に
見
え
る
。

昔
得
一
者
、
天
得
一
以
清
、
地
得
一
以
寧
、
…
…
侯
王
得
一
以
為
天

下
正
。
（
三
九
章
）

躁
勝
寒
‘
[
静
勝
熱
。
知
消
醇
、
可
以
為
天
下
正
]
（
四
五
章
）

い
づ
れ
も
政
治
に
闊
係
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
前
者
は
天
地
の
正
常

な
働
き
は
〈
一
〉
に
よ
る
と
の
主
張
に
闘
連
し
て
、
「
為
政
者
は
〈
一
〉

よ
っ
て
天
下
を
治
め
る
君
主
と
な
る
」
と
い
う
。
後
者
は
「
〈
清
静
〉
を

辮
え
て
い
れ
ば
、
天
下
を
治
め
る
君
主
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
漠
初
の
黄
老
思
想
で
の
〈
清
静
元
為
〉
の
政
治
を
説
く
主

張
と
闘
連
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

巻
前
古
侠
書
に
も
〈
天
下
正
〉
の
語
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

故
唯
執
道
者
能
上
明
於
天
之
反
、
而
中
達
君
臣
之
半
、
…
…
故
能
至

素
至
精
、
浩
禰
元
形
、
然
后
可
以
為
天
下
正
。
（
鰹
法
ー
道
法
）

…
…
王
公
執
□
以
為
天
下
正
。
（
鰹
法
ー
四
度
）

…
…
力
黒
（
注
4
)
日
、
…
…
今
吾
欲
得
逆
順
之
[
記
]
、
口
□
□

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
以
為
天
下
正
、
静
作
之
時
、
因
而
勒
之
、
為
之
若
何
。

（
十
六
痙
ー
観
）

道
法
章
の
引
用
は
、
章
末
の
二
節
で
あ
る
。
道
法
章
の
冒
頭
は
「
道
生

法
。
法
者
、
引
得
失
以
網
、
而
明
曲
直
者
也
。
故
執
道
者
、
生
法
而
弗
敢

犯
也
、
…
」
と
あ
っ
て
、
自
然
法
思
想
と
も
受
け
取
ら
れ
る
記
述
が
あ
る

が
、
す
ぐ
そ
の
後
に
は
〈
執
道
者
〉
が
〈
法
〉
を
生
み
出
す
と
さ
れ
て
い

る
。
〈
法
〉
の
制
定
者
と
も
さ
れ
る
こ
の
〈
執
道
者
〉
が
、
こ
の
章
で
の

主
役
で
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
先
の
引
用
文
が
あ
る
。
従
っ
て
、
自
然
界
・

君
臣
闊
係
•
萬
物
に
通
達
し
た
〈
執
道
者
〉
が
、
純
粋
で
全
く
囚
わ
れ
の

な
い
状
態
に
な
っ
て
、
初
め
て
〈
天
下
正
〉
と
な
り
う
る
と
い
う
。
『
吊

書
」
の
注
は
「
清
静
、
可
以
為
天
下
正
」
（
四
五
章
）
を
引
用
す
る
が
、

〈
天
下
正
〉
た
り
う
る
條
件
が
類
似
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
次
の

四
度
章
の
は
〈
王
侯
〉
と
あ
る
の
で
、
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
『
老
子
」

と
同
様
な
意
味
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
観
章
は
鋏
損
が
多
く
明
確
な

意
味
は
つ
か
め
な
い
が
、
黄
帝
と
そ
の
臣
下
の
力
黒
と
の
射
話
で
、
黄
帝

の
命
令
で
密
か
に
諸
国
を
視
察
し
た
後
で
の
力
黒
の
質
問
の
言
葉
で
あ
り
、

こ
の
後
に
は
黄
帝
の
答
え
が
あ
っ
て
、
理
想
的
な
君
主
に
闘
す
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
〈
天
下
正
〉
な
る
特
殊
な

言
葉
を
、
巻
前
古
侠
書
と
『
老
子
」
が
共
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

雨
者
の
連
頷
性
を
示
す
一
端
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
輩
に
表
現
上
の
こ
と

に
過
ぎ
な
い
が
、
『
老
子
」
に
は
「
太
上
下
知
有
[
之
]
、
其
[
次
]
親
⑤

誉
之
、
其
次
畏
之
、
其
下
侮
之
」
（
一
七
章
）
と
い
う
表
現
が
見
え
る
が
、

巻
前
古
侠
書
に
も
こ
れ
と
よ
く
似
た
表
現
の
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

善
為
國
者
、
太
上
充
刑
、
其
[
次
]
口
ロ
‘
[
其
]
下
闘
果
訟
果
ヽ

太
下
不
闘
不
訟
又
不
果
。
口
太
上
卑
於
口
、
其
次
苧
於
明
、
其
下
救

患
禍
。
（
稽
）

こ
の
表
現
の
見
え
る
稲
篇
は
、
巻
前
古
侠
書
の
中
で
も
陰
陽
の
配
営
を

系
統
的
に
述
べ
て
い
る
箇
所
の
あ
る
一
風
愛
わ
っ
た
篇
で
あ
る
が
、
そ
の

篇
は
「
諸
陽
者
法
天
、
…
」
の
文
章
に
射
應
し
て
、

諸
陰
者
法
地
、
地
[
之
]
徳
安
徐
正
寄
、
柔
節
先
定
ヽ
善
予
不
挙
o

此
地
之
度
而
雌
之
節
也
。
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の
文
章
で
終
わ
っ
て
い
る
。
〈
陽
〉
の
方
の
文
章
は
鋏
落
が
多
く
意
味
す

る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
〈
陰
〉
に
闊
す
る
文
章
で
は
〈

雌
之
節
〉
と
い
っ
た
先
の
雌
雄
節
章
と
同
様
の
言
葉
が
見
え
る
ほ
か
、
そ

れ
と
闘
連
す
る
〈
地
之
道
〉
〈
柔
節
〉
の
語
が
「
安
徐
正
静
」
「
善
予
不

争
」
と
い
っ
た
肯
定
的
評
償
と
結
合
さ
れ
て
い
る
の
は
、
女
性
的
原
理
を

重
視
す
る
『
老
子
」
の
立
場
と
共
通
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
ほ
か

に
も
こ
の
篇
は
「
道
元
始
而
有
應
。
其
未
来
也
、
元
之
、
…
」
と
〈
道
〉

で
始
ま
っ
て
い
た
り
、
「
聖
人
不
為
始
、
…
」
「
聖
人
栗
論
天
地
之
紀
、

…
」
な
ど
と
『
老
子
」
に
多
く
見
え
る
〈
聖
人
〉
の
語
が
使
わ
れ
て
い
た

り
、
「
天
元
事
焉
」
「
地
亦
元
事
焉
」
な
ど
と
〈
元
事
〉
で
あ
る
こ
と
が

重
視
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
極
め
て
断
片
的
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
『
老
子
j

と
の
多
少
の
闘
連
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
稲
篇
と
同
じ
語
句
が
、
こ
の
篇
の
直
前
の
十
六
鰹
篇

末
章
に
、…
…
力
黒
曰
、
大
庭
之
有
天
下
也
、
安
徐
正
帯
、
柔
節
先
定
。
晃
潔

恭
倹
、
卑
約
生
柔
。
常
後
而
不
失
骰
、
正
信
以
仁
、
慈
恵
以
愛
人
、

端
正
勇
、
弗
敢
以
先
人
。
…
…
刑
於
女
節
、
所
生
乃
柔
。
口
□
口
正

徳
、
好
徳
不
学
。
立
於
不
敢
、
行
於
不
能
。
…
…
守
弱
節
而
堅
之
、

音
雄
節
之
窮
而
因
之
。
…
…
（
順
道
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
〈
柔
〉
〈
後
〉
〈
女
〉
〈
弱
〉
が
連
接
す
る
も
の
と

し
て
説
か
れ
て
い
て
、
『
老
子
」
と
共
通
す
る
思
想
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
女
性
的
原
理
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
優
越
性
は
あ
か
ら
さ
ま
に
は
説
か

れ
て
は
い
な
い
が
、
篇
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
女
性
的
原
理
を
主
題

と
し
て
い
る
と
い
う
事
寅
が
、
暗
黙
の
う
ち
に
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
『
吊
書
」
の
注
で
「
音
、
待
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

す
る
と
、
や
は
り
〈
雄
〉
に
封
す
る
優
越
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
附
言
す
る
な
ら
ば
、
前
章
に
引
用
し
た
十
六
鰹
篇
雌
雄
節
章
の
初

め
の
邊
り
の
「
口
口
恭
倹
」
の
亡
侠
部
分
は
、
こ
の
順
道
章
か
ら
推
定
す

る
と
「
晃
濡
」
の
二
字
か
と
思
わ
れ
る
。

儒
家
系
統
の
典
籍
に
認
め
ら
れ
る
〈
天
〉
の
重
視
に
た
い
し
て
、
所
謂

『
老
子
」
の
思
想
の
特
徴
と
し
て
奉
げ
ら
れ
る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
〈

道
〉
で
あ
ろ
う
。
『
漢
書
」
藝
文
志
の
分
類
で
「
道
家
」
と
い
う
名
稽
が

興
え
ら
れ
た
の
も
、
『
老
子
」
を
含
む
そ
れ
ら
一
連
の
典
籍
に
認
め
ら
れ

る
思
想
の
基
本
は
〈
道
〉
で
あ
る
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
蓋
し
嘗
然
だ
と
い
え
よ
う
。
〈
道
〉
と
表
現
さ
れ
且
つ
そ
の
性
質

や
働
き
を
示
す
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
移
し
く
あ
る
が
、
い
ま
主
要
な
箇
所

を
現
行
本
『
老
子
J

の
章
序
で
示
す
な
ら
ば
、
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

道
、
可
道
也
、
五
恒
道
也
]
0
 

(
一
章
）

道
沖
、
而
用
之
又
弗
盈
也
。
淵
呵
似
萬
物
之
宗
。
（
四
章
）

道
之
物
、
唯
悦
唯
忽
。
忽
呵
悦
呵
、
中
有
象
呵
。
洸
呵
忽
呵
、
中
有

物
呵
。
（
ニ
―
章
）

有
物
混
成
、
先
天
地
生
、
前
呵
蓼
呵
、
獨
立
而
不
改
、
可
以
為
天
地

母
、
吾
未
知
其
名
、
字
之
曰
道
。
吾
強
為
之
名
曰
大
。
（
二
五
章
）

二、

〈道〉

〈
聖
人
〉
の
語
に
つ
い
て

(6) 
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萬
物
将
自

道
恒
充
名
、
撲
雖
小
而
天
下
弗
敢
臣
。
侯
王
若
能
守
之
、

賓
。
（
三
二
章
）

道
、
汎
呵
其
可
左
右
也
、
成
功
遂
事
而
弗
名
有
也
、
萬
物
婦
焉
而
弗

為
主
、
則
恒
元
欲
也
、
可
名
於
小
。
（
三
四
章
）

道
恒
元
名
、
侯
王
若
能
守
之
、
萬
物
将
自
化
。
（
三
七
章
）

道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
[
萬
物
o

萬
物
負
陰
而
抱
陽
ヽ

中
氣
]
以
為
和
。
（
四
二
章
）

道
生
之
、
徳
畜
之
、
物
刑
之
、
而
器
成
之
。
…
…
道
生
之
、
畜
[
之
ヽ

長
之
、
育
]
之
‘
[
…
…
生
而
弗
有
、
為
而
弗
侍
、
長
而
]
弗
宰
、

此
之
謂
玄
徳
。
（
五
一
章
）

こ
れ
ら
の
〈
道
〉
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
い
ず
れ
も
儒
家
思
想
な
ど
で

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
〈
先
王
之
道
〉
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
〈
道
〉
な
ど

と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
言
葉
で
は
な
か
な
か
表
現
で
き
な
い
、
無
限

の
働
き
を
な
し
〈
萬
物
〉
の
お
お
も
と
と
も
見
倣
さ
れ
る
〈
道
〉
、
ぼ
ん

や
り
と
し
て
定
か
で
は
な
く
捉
え
に
く
い
が
、
名
状
し
が
た
い
か
た
ち
の

賓
競
の
あ
る
〈
道
〉
、
こ
の
宇
宙
の
始
め
と
も
い
う
べ
き
〈
天
地
〉
に
先

立
ち
、
何
も
の
に
も
依
存
し
な
い
恒
常
不
愛
な
存
在
で
、
〈
天
地
〉
を
も

生
み
出
す
〈
天
地
〉
の
〈
母
〉
と
も
さ
れ
る
、
個
に
〈
道
〉
と
呼
び
名
さ

れ
る
存
在
、
〈
萬
物
〉
を
生
み
出
す
究
極
的
な
存
在
と
考
え
ら
れ
る
〈
道
〉
、

恒
常
不
愛
で
名
づ
け
よ
う
が
な
い
存
在
だ
が
、
為
政
者
の
規
範
と
も
な
り

う
る
〈
道
〉
、
萬
物
を
生
み
出
し
あ
ら
ゆ
る
働
き
を
な
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
を
自
ら
の
手
柄
と
し
主
人
顔
を
し
な
い
〈
道
〉
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

記
述
は
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
〈
道
〉
と
い
う
表
現
は
見
え
な
い

も
の
の
、
〈
道
〉
の
性
質
や
働
き
を
示
す
重
要
な
章
と
さ
れ
る
「
視
之
而

弗
見
、
名
之
曰
微
」
(
-
四
章
）
「
昔
之
得
一
者
」
（
三
九
章
）
な
ど
が

あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
感
覺
的
に
は
把
掴
し
が

た
い
、
従
っ
て
名
状
し
が
た
い
存
在
に
つ
い
て
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
存
在
の

正
常
な
働
き
を
な
さ
し
め
る
も
の
と
し
て
の
、
あ
る
究
極
的
な
存
在
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
。

こ
の
儒
家
思
想
に
見
え
る
の
と
は
異
な
っ
た
、
『
老
子
J

と
共
通
す
る

と
思
わ
れ
る
〈
道
〉
が
、
巻
前
古
侠
書
に
も
断
片
的
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。

鰹
法
篇
道
法
章
冒
頭
の
「
道
生
法
」
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
こ
と
を
象
徴
的

に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
し
、
樫
法
篇
名
理
章
の
「
道
者
、
神
明
之
原

也
」
と
あ
る
の
や
、
先
に
も
塞
げ
た
稲
篇
冒
頭
の
「
道
天
始
而
有
應
」
」
な

ど
も
、
儒
家
思
想
な
ど
で
説
く
〈
道
〉
と
は
異
質
の
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
〈
道
〉
を
究
極
に
据
え
る
思
想
は
、
『
管
子
」
に
、
事
は
法
に

規
制
さ
れ
、
法
は
櫂
力
に
基
づ
き
、
「
櫂
出
乎
道
」
（
心
術
上
）
と
か
、

「
憲
律
制
度
必
法
道
」
（
法
法
）
な
ど
と
見
え
る
こ
と
が
、
『
吊
書
」
の

注
で
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
老
子
」
に
お
け
る

よ
う
に
は
〈
道
〉
に
つ
い
て
の
詳
細
且
つ
多
く
の
記
述
は
、
巻
前
古
侠
書

に
は
見
嘗
た
ら
な
い
。
『
老
子
」
が
道
家
思
想
の
中
心
的
典
籍
と
な
っ
た

所
以
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
巻
前
古
侠
書
の
思
想
の
道
家
性
は
、
積
極
的
に

『
老
子
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
〈
道
〉
を
説
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
儒
家

的
な
〈
道
〉
を
説
か
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
漢
初
に
巻
前

古
侠
書
が
道
家
系
統
の
典
籍
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
「
嘗
晰
不
断
、

反
受
其
胤
」
(
+
六
樫
ー
観
•
兵
容
）
の
言
葉
が
、
『
史
記
」
齊
悼
恵
王

(7) 
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世
家
で
〈
道
家
之
言
〉
と
さ
れ
て
い
る
事
寅
に
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
因
に
〈
道
〉
に
関
係
す
る
言
葉
で
〈
道
紀
〉
と
い
う
特
異
な
語
が
、

『
老
子
」
と
巻
前
古
侠
書
の
雨
者
に
一
箇
所
づ
つ
見
え
る
。

執
今
之
道
、
以
御
今
之
有
、
以
知
古
始
、
是
謂
道
紀
。
（
一
四
章
）

逆
順
同
道
而
異
理
、
審
知
逆
順
、
是
謂
道
紀
。
（
鰹
法
ー
四
度
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
だ
が
、
巻
前
古
侠
書
の
場
合
は
同
章
に
「
君
臣
易
位
謂

之
逆
、
…
動
静
不
時
謂
之
逆
」
と
定
義
が
前
に
あ
っ
て
、
〈
道
紀
〉
の
意

味
は
明
快
で
あ
る
。
〈
順
〉
の
定
義
は
な
い
が
、
要
す
る
に
そ
の
反
封
と

考
え
れ
ば
よ
い
。
他
方
、
『
老
子
j

の
場
合
は
意
味
は
難
解
で
、
前
文
に

そ
の
言
葉
を
解
く
鍵
は
な
い
。
〈
古
始
〉
と
い
う
宇
宙
の
始
源
と
で
も
い

う
べ
き
神
秘
的
な
或
る
も
の
を
捉
え
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
元
来
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
〈
道
〉
の
意
味
が
四
度
章
の
と
は
異
な
っ

て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
巻
前
古
侠
書
に
は
、
上
述
の
『
老
子
」
に
見
え
る
〈
道
〉
と
は
異

な
っ
て
、
次
の
よ
う
な
〈
天
道
〉
や
〈
天
地
之
道
〉
が
多
く
登
場
す
る
。

天
地
之
道
、
不
過
三
功
。
功
成
而
不
止
、
身
危
有
残
。
（
鰹
法
ー
國

次）天
道
不
遠
、
入
典
虞
、
出
典
反
。
（
鰹
法
ー
四
度
）

極
而
反
、
盛
而
衰
、
天
地
之
道
也
、
人
之
理
也
。
（
樫
法
ー
四
度
）

明
以
正
者
、
天
之
道
也
。
適
者
、
天
度
也
。
信
者
、
天
之
期
也
。
極

而
[
反
]
者
ヽ
天
之
性
也
o

（
理
法
ー
論
）

動
静
不
時
、
種
樹
失
地
之
宜
‘
[
則
天
]
地
之
道
逆
芙
°

論）

（
鰹
法
ー

一
時
刑
殺
、

始
於
文
而
卒
於
武
、
天
地
之
道
也
。
…
…
三
時
成
功
、

天
地
之
道
也
。
（
鰹
法
ー
論
約
）

形
名
已
定
、
順
逆
有
位
、
死
生
有
分
、
存
亡
興
壊
有
虞
。
然
后
参
之

於
天
地
之
恒
道
、
乃
定
禍
福
死
生
存
亡
興
壊
之
所
在
。
（
鰹
法
ー
論

約）天
道
已
既
、
地
物
乃
備
。
(
+
六
痙
ー
観
）

天
道
還
於
人
、
反
為
之
客
。
(
+
六
痙
ー
姓
等
）

夫
天
地
之
道
、
寒
熱
燥
湿
、
不
能
並
立
、
剛
柔
陰
陽
、
固
不
雨
行
。

（
十
六
鰹
ー
姓
苧
）

因
民
之
力
、
逆
天
之
極
、
又
重
有
功
、
其
國
家
以
危
、
…
…
此
天
之

道
也
。
(
+
六
痙
ー
兵
容
）

天
有
恒
日
、
民
自
則
之
、
爽
則
損
命
、
還
自
服
之
、
天
之
道
也
。
（

十
六
鰹
ー
三
禁
）

天
地
之
道
、
有
左
有
右
、
有
牝
有
雄
。
（
稽
）

こ
れ
ら
の
〈
道
〉
は
、
い
づ
れ
も
究
極
的
に
は
腐
世
や
政
治
・
軍
事
の

規
範
と
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巻
前
古
侠
書
そ
の
も
の
が
未
解
讀
で

意
味
不
明
の
箇
所
が
多
く
晰
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
決
し

て
『
老
子
」
に
見
え
る
よ
う
な
萬
物
の
根
源
と
な
る
神
秘
的
な
性
質
の
も

の
で
は
な
い
。
い
わ
ば
自
然
界
の
法
則
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
〈
道
〉
を
事
賓
と
し
て
認
め
且
つ
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

人
の
世
界
の
規
範
と
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
そ
の
意
圏
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
學
の
指
摘
に
よ
れ
ば
（
注
5
)
、
『
老
子
j

で

は
〈
道
〉
が
究
極
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
更
に
〈
天
〉
を
加
え
て

(8) 
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〈
天
之
道
〉
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
い
う
。
確
か
に
『
老
子
」
に
そ
う

し
た
言
葉
は
あ
る
が
、
輩
な
る
〈
道
〉
に
比
べ
る
と
逢
か
に
少
な
い
。

功
遂
身
退
、
天
之
道
也
。
（
九
章
）

不
出
於
戸
、
以
知
天
下
、
不
窺
於
[
牌
‘
以
]
知
天
道
o

(

四
七
章
）

天
之
道
、
不
戦
而
善
勝
、
不
言
而
善
應
、
弗
召
而
自
来
、
戦
而
善
謀
。

（
七
三
章
）

天
之
道
、
猶
張
弓
也
、
高
者
抑
之
、
下
者
畢
之
、
有
餘
者
損
之
、
・
・
・

[
…
故
天
之
道
]
‘
損
有
餘
而
益
不
足
。
人
之
道
、
損
不
足
而
奉
有

餘
。
（
七
七
章
）

芙
道
充
親
、
常
興
善
人
]
（
七
九
章
）

故
天
之
道
、
利
而
不
害
、
人
之
道
、
為
而
弗
争
。
（
八
一
章
）

こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
〈
道
〉
は
、
法
則
・
方
法
な
ど
の
意
味
に
使
わ
れ

て
い
て
、
『
老
子
」
の
中
心
を
な
す
萬
物
の
根
源
と
も
見
倣
さ
れ
る
〈
道
〉

と
は
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
巻
前
古
侠
書
と
は
逆
に
こ
う
し

た
自
然
界
の
法
則
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
〈
道
〉
も
『
老
子
』
で
は
説
か

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
中
心
と
は
な
っ
て
い
な
い
貼
に
雨
者
の
相
違
が
認

め
ら
れ
る
。
更
に
表
現
上
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
老
子
」
に
は
〈
道
〉
に

つ
い
て
、
保
持
し
て
い
る
者
、
聞
き
知
っ
て
い
る
者
、
學
び
お
さ
め
る
者

と
い
っ
た
、
「
有
道
者
」
（
三
一
・
七
七
章
）
「
聞
道
者
」
（
四
八
章
、

現
行
本
で
は
〈
為
道
者
〉
）
「
為
道
者
」
(
-
五
•
六
五
章
、
王
弼
本
は

〈
為
士
者
〉
）
な
ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
が
、
〈
執
道
者
〉
と
い
う
言
葉

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
封
し
て
巻
前
古
侠
書
に
は
、
鰹
法
篇
に
だ
け
で

は
あ
る
が
、

…
…
故
唯
執

故
執
道
者
、
生
法
而
…
…
故
執
道
者
之
観
於
天
下
也
、

[
道
]
者
能
上
明
於
天
之
反
、
…
…
（
樫
法
ー
道
法
）

帝
王
者
、
執
此
道
者
也
。
…
…
（
痙
法
ー
論
）

故
執
道
者
之
観
天
下
也
、
必
審
観
事
之
所
始
起
、
…
…
（
鰹
法
ー
論

約）故
唯
執
道
者
能
虚
静
公
正
、
…
…
（
鰹
法
ー
名
理
）

と
見
ら
れ
、
〈
有
道
者
〉
〈
為
道
者
〉
と
い
う
言
葉
は
巻
前
古
侠
書
に
は

全
般
に
亘
っ
て
見
ら
れ
な
い
の
は
、
や
は
り
雨
者
の
相
違
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
〈
聖
人
〉
と
い
う
言
葉
は
、
巻
前
古
侠
書
に
も
、

故
唯
聖
人
能
盪
天
極
、
能
用
天
嘗
。
（
鰹
法
ー
國
次
）

聖
之
人
弗
留
、
天
下
弗
興
。
（
痙
法
ー
六
分
）

散
流
相
成
、
聖
人
之
事
。
聖
人
不
巧
、
時
反
是
守
。
…
…
聖
人
正
以

待
天
、
静
以
須
人
。
(
+
六
鰹
ー
観
）

天
地
形
之
、
聖
人
因
而
成
之
。
聖
人
之
功
、
時
為
之
庸
、
…
…
(
+

六
鰹
ー
兵
容
）

聖
人
不
為
始
、
不
専
己
、
不
豫
謀
、
…
…
聖
人
泰
論
天
地
之
紀
、
…

…
（
稽
）

故
唯
聖
人
能
察
元
形
、
能
聴
元
竪
。
（
道
原
）

と
、
巻
前
古
侠
書
全
般
に
亘
っ
て
現
れ
る
が
、
各
篇
一
、
二
箇
所
づ
つ
に

過
ぎ
な
い
（
輩
な
る
表
現
上
の
こ
と
に
な
る
が
、
「
故
唯
…
…
能
…
…
」

と
い
う
形
式
が
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
事
は
興
味
深
い
）
。
こ
れ
に
酎
し
て

『
老
子
』
に
は
、
〈
聖
人
〉
が
甚
だ
多
く
登
場
す
る
。
殊
に
「
是
以
聖
人
」

と
い
う
表
現
が
多
い
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。
〈
聖
人
〉
の
語
の
登
場
は
全

(9) 
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こ
れ
ま
で
乙
本
『
老
子
」
と
巻
前
古
侠
書
四
篇
と
に
つ
い
て
、
概
略
的

お
わ
り
に

部
で
二
十
章
に
亘
り
、
延
べ
二
十
二
回
を
数
え
る
が
、
上
述
の
表
現
（
但

し
、
例
文
の
う
ち
〈
聖
人
之
言
〉
を
除
く
）
は
十
六
回
に
及
ぶ
。
い
ま
現

行
本
で
の
上
篇
に
含
ま
れ
る
箇
所
の
み
を
畢
げ
る
と
（
注
6
)
、
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。

是
以
聖
人
居
元
為
之
事
、
（
二
章
）

是
以
聖
人
退
其
身
而
身
先
、
（
七
章
）

是
以
聖
人
之
治
也
、
(
―
二
章
）

是
以
聖
人
執
一
、
（
二
ニ
章
）

聖
以
聖
人
恒
善
救
人
、
（
二
七
章
）

聖
人
用
則
為
官
長
、
（
二
八
章
）

是
以
聖
人
去
甚
、
（
二
九
章
）

是
以
聖
人
之
能
成
大
也
、
（
三
四
章
）

こ
の
よ
う
な
〈
聖
人
〉
重
視
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
現
行
本
『
老
子
」

で
は
更
に
多
少
増
え
る
。
殊
に
、
乙
本
で
は
、

故
天
之
道
、
利
而
不
害
、
人
之
道
、
為
而
弗
争
。
（
八
一
章
）

と
〈
天
之
道
〉
に
封
す
る
〈
人
之
道
〉
で
あ
っ
た
も
の
が
、
す
べ
て
の
現

行
本
『
老
子
」
で
は
、
〈
聖
人
之
道
〉
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
同

じ
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
い
づ
れ
に
し
て
も
〈
聖
人
〉
の
重
視
は
、
徳

篇
・
道
篇
と
巻
前
古
侠
書
と
の
際
立
っ
た
相
違
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

に
で
は
あ
る
が
特
定
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
論

め
い
た
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
述
べ
て
お
い
た
の
で
、
い
ま
又
こ
の

期
に
及
ん
で
改
め
て
述
ぺ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も

巻
前
古
侠
書
は
勿
論
の
こ
と
、
『
老
子
」
に
つ
い
て
も
納
得
の
い
く
よ
う

に
は
讀
解
で
き
て
は
い
な
い
現
状
な
の
で
、
い
き
お
い
表
面
を
な
ぞ
っ
た

形
式
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
論
ら
し
い
も
の
な
ど
と
て
も
出

せ
る
段
階
で
は
な
い
。
た
だ
『
吊
書
」
乙
本
の
部
分
だ
け
に
つ
い
て
み
て

も
、
現
存
し
て
い
る
先
秦
か
ら
漢
初
の
文
猷
を
理
解
す
る
た
め
の
、
非
常

に
貢
重
な
知
識
と
問
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
を
感
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
現
存
す
る
先
秦
な
ど
の
文
猷
が
非
常
に

讀
み
や
す
く
、
漢
代
の
文
猷
が
案
外
に
讀
み
に
く
く
、
篇
名
が
つ
き
一
篇

に
ま
と
め
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
必
ず
し
も
一
貫
し
た
文
脈

で
は
な
い
の
は
、
む
し
ろ
嘗
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
偲
え
て
い
る
場
合
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
ま
た
現
存
す
る
文
猷

と
語
句
や
意
味
の
上
で
共
通
す
る
貼
の
多
い
こ
と
か
ら
、
殊
に
道
家
系
現

存
文
猷
の
理
解
の
た
め
に
は
不
可
映
な
且
つ
有
奴
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が

解
っ
た
こ
と
が
、
小
論
を
書
く
こ
と
に
よ
る
大
き
な
牧
穫
で
あ
っ
こ
と
だ

け
は
確
か
で
あ
る
。

徳
篇
・
道
篇
が
い
か
な
る
理
由
で
ま
た
い
か
な
る
鰹
緯
で
、
獨
立
し
て

『
老
子
」
と
な
っ
た
の
か
、
老
子
な
る
人
物
と
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た

の
か
、
の
問
題
は
よ
り
多
方
面
か
ら
の
接
近
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
小
論

は
そ
の
ほ
ん
の
一
端
を
擁
う
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

(10) 
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[
注
]

(
1
)

拙
稿
「
『
老
子
」
の
基
本
的
特
徴
に
つ
い
て
ー
女
性
的
な
る
も

の
の
尊
重
ー
」
（
『
東
海
大
學
紀
要
文
學
部
j

第
一
九
輯
、
一

九
七
三
年
）

小
川
環
樹
『
老
子
荘
子
」
（
「
世
界
の
名
著
」
所
牧
、
中
央
公

論
社
、
一
九
六
八
年
）
の
「
老
子
と
荘
子
」
一
五
頁
、
及
び
『

老
子
」
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
三
年
）
解
説
、
一
四
七
頁
、
参

照。國
家
文
物
局
古
文
猷
研
究
室
網
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八

0
年。

〈
力
黒
〉
と
は
、
〈
力
牧
〉
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
『
漠
書
」
藝
文
志
•
諸
子
略
の
道
家
の
項
に
「
力
牧

二
十
二
篇
。
（
自
注
、
六
國
時
所
作
、
託
之
力
牧
。
力
牧
、
黄

帝
相
。
）
」
と
あ
る
。

小
川
環
樹
、
前
掲
書
、
ニ
―
頁
•
前
掲
文
庫
、
解
説
、
一
五
三

S
四
頁
、
参
照
。

現
行
本
『
老
子
」
で
の
下
篇
に
含
ま
れ
る
箇
所
は
、
次
の
通
り
。

聖
人
恒
元
心
、
（
四
九
章
）

(6) 

(
5
)
 

(
3
)
 

(4) 

(
2
)
 

是
以
聖
人
之
言
曰
、
（
五
七
章
）

是
以
聖
人
終
不
為
大
、
…
…
是
以
聖
人
猶
難
之
、
（
六
三
章
）

是
以
聖
人
充
為
也
、
…
…
是
以
聖
人
欲
不
欲
、
（
六
四
章
）

是
以
聖
人
之
欲
上
民
也
、
（
六
六
章
）

是
以
聖
人
被
褐
而
懐
玉
。
（
七

0
章）

是
以
聖
人
之
不
病
也
、
（
七
一
章
）

是
以
聖
人
自
知
而
不
自
見
也
、
（
七
二
章
）

是
以
聖
人
為
而
弗
有
、
（
七
七
章
）

故
聖
人
之
言
云
、
（
七
八
章
）

是
以
聖
人
執
左
契
而
・
…
•
•
（
七
九
章
）

聖
人
元
積
、
（
八
一
章
）

こ
の
ほ
か
現
行
本
『
老
子
」
で
は
「
是
以
聖
人
…
」
（
二
六
章
、

ーヽノ

偲
変
本
を
除
く
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
乙
本
で
は
「
是
以
君
子

m

終
旦
行
」
。
現
行
本
で
は
「
是
以
聖
人
猶
難
之
、
天
之
道
…
」

（
七
三
章
）
で
あ
る
が
、
乙
本
に
は
「
是
以
聖
人
猶
難
之
」
の

句
が
な
い
。
ま
た
現
行
本
（
六
六
章
、
王
弼
本
を
除
く
）
に
は

「
是
以
聖
人
」
の
句
が
再
出
す
る
。


